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第 2 章では工業的に重要なチタン合金の基本系として， Ti-Cr , Ti-Fe , Ti-Mn , Ti-Mo および Ti-V
合金を用いて恒温変態を行ない，合金元素の種類および量が準安定 β相の分解過程に如何なる影響を
与えるかを系統的にしらベ，準安定β型チタン合金の冶金学的特性を把握した。
第 3 章では準安定 β相の分解過程で観察される β→ α およびβ→ ω変態に関する資料および本研究
で得られた実験結果を整理し，今後さらに検討されるべき問題点を指摘した。
第 4 章では従来から多くの研究者によって種々の結晶構造が提唱されている ω相の結品構造を， Ti 
-8% Mn 合金の単結晶を用いて， x線回析法によって構造解析を行ない， ω相の結品構造は Silcock
らの提唱したような六方品構造であると結論した。
第 5 章では従来不明確であった約 3000C 以下での準安定β相の分解過程を，第 2 章で扱った 5 つの
合金系について詳細に検討し，その結果 Ti-Mo 系合金を除いである一定濃度以上の合金元素を含む
合金では.時効処理 (250~3000C )によって母相β の {100} 面上に変調構造が形成されることを見い
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だした口
第 6 章では溶体化処理した Ti-10% Fe および Ti-15% Mo 合金を室温での化学研摩後. 450 "cで時
効処理をほどこした場合，異なった分解過程が観察されたので\この原因を究明した。この分解過程
の相違は化学研摩中に β相に固溶した水素量の相違に起因することが明らかにされた。なtJ~.水素を









本論文は工業的に重要なチタン合金の基本系である Ti-Cr. Ti-Fe , Ti-Mn , Ti 四 Mo および Ti-V合
金について，準安定β相の時効による分解過程を明らかにするための実験結果をまとめたものであり，
主な結果は次のとおりである:
(1) 上記各合金の恒温変態曲線を求め，合金濃度の増加にともなって α およびω相の初析開始曲線が
長時間かっ低温度側に移行することを見いだしている。
(2) 従来から種々の結晶構造が提唱されている ω相の結晶構造について，特に不明とされている Ti­
Mn 系合金単結晶を用い X線回析によりしらベ， ω相が六方品構造をもつことを明らかにしている。
(3) 従来不明確であった約 3000C 以下での分解過程をしらベ， Ti-Mo を除く上記すべての合金系にお
いて，この温度域での時効により変調構造が生じることを見いだし，さらに Ti-Mn 系合金単結晶
についての X線回析から {100 }β 面上に変調構造が形成されることを確かめている。




(5) 準安定β相中に水素が容易に 40at% 以上の濃度まで固溶することを Ti-Mo 系合金について電
解水素法により確認している。さらに固溶水素量の増加と共に急激に脆化して約 26at% で完全に
靭性を失うこと。およびこのような脆い試料を 800 0C. 3 hr 真空加熱後急冷することによって β単
一相にすれば完全に靭性を回復することを見いだしている。
以上の研究成果は，実用上重要なチタン合金に関する熱処理の基礎となる知見を与えるもので\冶
戸同
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金学的にも工業的にも寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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